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① 名古屋市におけるは虫類の概況 

これまでに名古屋市内で繁殖、定着が確認されている在来の爬虫類は 2 目 7 科 12 種である。

外来であることが明らかな爬虫類としてカメ目の 17 種類（種、亜種、品種）が捕獲されており、

そのうちミシシッピアカミミガメが定着して繁殖している。 

名古屋市内に定着しているカメは、イシガメ科のクサガメ、ニホンイシガメ、スッポン科の

ニホンスッポン、外来種であるヌマガメ科のミシシッピアカミミガメの 4 種である。市内のミ

シシッピアカミミガメは、ペットとして流通され飼育されていたものの一部が野外に放逐され

たものか、親となったそれらの個体の子孫である。環境への順応性が高く、原産地ほど天敵も

いないミシシッピアカミミガメは市内の池沼や河川で急増している。しかし在来のカメの方は、

次の項で種ごとに詳しく述べるように、個体数が減少傾向にある。 
名古屋市におけるカメの減少のおもな原因は、次の 3 点にまとめられよう。 
1 点目は、ハビタット（habitat、生息場所）の状態の悪化である。市内では次のような開発

行為、つまり 
（１）水田や池沼などの湿地が、宅地化などで埋め立てられる 
（２）ため池や川の水辺エコトーンがコンクリートやブロックで護岸される 
（３）道路や河川の堰堤、ため池の余水吐のような、カメの移動を阻害する構造物が敷設さ

れるといった、水辺環境の人為的な改変が進んでいる。その結果、 
（イ）生活空間の消失 
（ロ）越冬場所と夏の活動場所との間の季節的移動の経路の遮断 
（ハ）遺伝的集団の細分化や分断化あるいは孤立化 
（ニ）餌資源の減少 
（ホ）個体の病気や怪我あるいは死亡の多発 
といった、カメの生活への障害が生じている。 
 2 点目は、カメを捕食したり傷つけたりする外来生物の出現である。近年市内では、四肢や

尾が切断される大けがを負ったり、頭部が切断されて死亡したりしたカメ、特にニホンイシガ

メが見つかるようになった。これは北アメリカから持ち込まれたアライグマの仕業である可能

性が高く、実際にはかなり食害されている怖れがある。また大型のアメリカザリガニ、大陸型

のコイ、カムルチー、ブラックバス、アリゲーターガー、ウシガエル、ミシシッピアカミミガ

メ、ホクベイカミツキガメ、ワニガメ、シベリアイタチといった市内で見つかる外来動物は、

幼体、あるいは場合によっては成体の在来ガメを補食している可能性がある。 
 3 点目は外来のカメによる在来のカメへの圧迫である。外来ガメによる捕食についてはすで

に上述したが、その他に種間競合を通しての種の置換、および遺伝子汚染（遺伝子移入、遺伝

子浸透）の被害が市内で生じている。小型〜中型の水棲カメ類のいくつか，特にミシシッピア

カミミガメは、ニホンイシガメなど在来のカメと食物、あるいは日光浴や産卵、越冬、採餌の

場所が共通しており、生態的地位（ニッチ）が似ている。そうすると競争排除の効果が働き、

在来のカメが本来のハビタットから追い出されてしまい、ミシシッピアカミミガメが優占する

ようになる。また同じ科であるカメが野外放逐されると，種間で交雑し、カメの場合繁殖能力
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を持つ子孫を生み出すことがある。市内ではニホンイシガメとクサガメとの交雑個体が市内各

地で確認されている。ニホンイシガメとクサガメは棲み分けるのがふつうである。にもかかわ

らず交雑が起こっているのは、ペットとして流通したクサガメの野外放逐によって、両種が同

所的に生息する機会と場所が増えたからである。また市内では全国で初めて、台湾に分布する

ハナガメとニホンイシガメ、およびハナガメとクサガメの交雑個体が野外で確認されている。 
 市内で確認記録が残されているヘビ類は、ナミヘビ科のアオダイショウ、シマヘビ、ヒバカ

リ、シロマダラ、ヤマカガシ，クサリヘビ科のニホンマムシの 2 科 6 種である。程度の差はあ

れ、どの種も個体数が減少傾向にある。 
 個体数減少の原因の第 1 は、食物であるカエルの減少である。1980 年代以降、世界的に両生

類が減少していることが知られており、名古屋市でも同様の傾向がある。毒性の強いヒキガエ

ルを含めてカエルを専門に補食するヤマカガシ、魚食性でカエルの幼生、つまりオタマジャク

シもよく食べるヒバカリ、多様な動物を補食するが、カエルへの依存度が高いシマヘビとニホ

ンマムシについては、カエルの減少が個体数の現象の一因になっていることは間違いない。一

方、小型の哺乳類や鳥類といった恒温動物を食べるアオダイショウや、爬虫類食であるシロマ

ダラには、この危惧は当てはまらない。 
 第 2 はハビタットの環境の悪化である。市内で活発に行なわれている土地の造成や区画整理

によって、ヘビたちのねぐらである地面の穴や割れ目、すき間が無くなってきている。多くの

ヘビにとって好適な活動場所である草むらは減少している。また市の東部の里山が間伐などの

手入れをされていないために、繁茂した枝の葉が太陽光を遮り、林床の温度が低下したり日だ

まりが無くなって日光浴ができなくなったりして、ヘビが棲みづらくなっている。 
 トカゲ類では、ヤモリ科のニホンヤモリ、トカゲ科のヒガシニホントカゲ、カナヘビ科のニ

ホンカナヘビの 3 科 3 種が分布している。カメやヘビに比べれば体がかなり小さいこれらのト

カゲの内、ヒガシニホントカゲとニホンカナヘビは、草むらや灌木といった植生のある場所の

ほか、ちょっとした公園や住宅の庭などでもよく見られ、急激な減少や絶滅の危惧は感じられ

ない。住家性のニホンヤモリも、最近の住宅が木造ではなくなり、多少住みづらくなったとは

いえ、減少の心配は当面しなくて良いと思われる。ただし都市化の進行で緑地が減少すること

による生息地の分断や個体群の細分化については、大都市である名古屋市においては警戒が必

要である。 
 なおロシアの沿海州から北海道、本州東部に分布するヒガシニホントカゲは、従来ニホント

カゲとされていたのであるが、本州西部、四国、九州に分布するニホントカゲとは系統的に異

なることが最近の研究で明らかになり、新種として 2012 年にヒガシニホントカゲと命名され

た。 
 2004 年のレッドリスト、そして 2010 年のレッドリスト補遺版において「情報の少ない爬虫

類については、調査期間や調査者の数の規模がある程度保証された、組織的な現況調査が必要

である」と指摘されていた。カメについてはなごや生物多様性保全活動協議会を始めとする団

体、個人による野外調査が積極的に進められ、分布や生息の状況は、全国の他の市町村と比べ

てもかなりよく分かっていると言ってよい。しかしヘビ類については充分に情報収集や調査が

できたとは言えず、次回のレッドリスト改訂の際の課題である。 
 
② 名古屋市における絶滅危惧種の概況 

 収集した情報を分析し、名古屋市に生息する爬虫類の絶滅危惧の程度を次のようにランク付

けした。 
 絶滅危惧 II 類（VU）：ニホンイシガメ、ヒバカリ、シロマダラ、ヤマカガシ 
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 準絶滅危惧（NT）：シマヘビ 
 情報不足（DD）：クサガメ、ニホンスッポン、ニホンマムシ 
また、2004 年版以来準絶滅危惧種であったジムグリをリスト外とした。2004 年のレッドデータ

ブックおよび 2010 年の補遺版でのカテゴリーから、かなり大きく変更している。 
 ニホンイシガメについては、2004 年および 2010 年に確認された状況と比べると、2014 年現

在では、生息環境は悪化の一途であり、アライグマのような捕食性の外来動物やアカミミガメ

のような外来のカメの生息への影響は増す一方であり、おそらくニホンイシガメの生息地に人

為的に持ち込まれたと推定されるクサガメによる遺伝子汚染の危険性は減っていない。分布域

はそれほど減っているわけではないが、個体群密度は下がっていると推定され、繁殖も順調で

あるとは考えにくい。そこで、2004 年および 210 年での評価である NT から VU に危惧のラン

クを上げた。 
 ヒバカリについては、名古屋市でカエルの個体数が減っているために、この種の餌となるカ

エルの幼生も減り続けている。また、河川や池沼の水辺（岸）のハビタットがコンクリートや

ブロックで固められたり、水辺の植生が失われたりして、生活空間も減り続けている。日本列

島では普通種であるはずのこの種の確認事例も、市内では大変少ない。これらの事情から、2004
年および 2010 年での評価である NT から VU に危惧のランクを上げた。 
 シロマダラについては、相変わらず確認事例はわずかであるものの、市内で新たに生息が確

認された区があった。このヘビは爬虫類食であるが、多く捕食しているであろうヒガシニホン

トカゲやニホンカナヘビは市内では個体群密度が小さくなっているとは考えられず、餌環境は

安定していると思われる。ただし、生活空間である里山や森林の環境は悪化が続いている。以

上の状況を勘案し、2010 年にランク付けした VU から変更しなかった。 
 ヤマカガシは従来、田園や草地で最もふつうに見られるヘビのはずであるが、近年名古屋市

内では異常なほど見られなくなった。他のヘビと同様に、急減の原因の一つはハビタットの環

境の悪化であろう。しかしこの種にとって最も大きな影響は、専門に補食している両生類の激

減であると考えられる。ヒキガエルは非常に有毒で、他のヘビはこのカエルをふつう補食しな

いが、ヤマカガシだけはむしろ積極的に補食する。両生類のところでも述べられているように、

市内ではアズマヒキガエルが激減している。このこともヤマカガシの激減に拍車をかけている

と思われる。今回は 2010 年のランクを踏襲し、VU とした。 
 シマヘビもヤマカガシと同様に最もふつうに見られるはずのヘビであるが、近年名古屋市内

ではほとんど見られない。原因は，食物として大きく依存しているカエルが減ったことと、ハ

ビタットの環境の悪化であろう。ただしこのヘビは哺乳類、鳥類、爬虫類から節足動物まで多

様なものを捕食するので、カエルが減ってもヤマカガシよりもその影響は少ないと期待できる。

2004 年、2010 年のランクを踏襲し、NT とした。 
 クサガメは、2004 年と 2010 年の段階では単に確認される個体数をもとにして NT にランク付

けされていた。しかしその後、市内で確認されたクサガメの一部は、分布や生息状況が不自然

であることが分かってきた。クサガメにおいては、西日本や中国などの他地域で養殖された幼

体がペットとして流通し、購入され飼育された個体が人為的に放される場合がある。それぞれ

のクサガメの個体あるいは個体群が名古屋市在来なのか、人為的に持ち込まれた外来動物なの

か、今後の研究で確かめなければならない、その事情を勘案し、NT から DD にランクを移した。

なお、近年遺伝子の多型の研究（Suzuki et al.，2011）や江戸時代の文献の研究（疋田・鈴木，

2010）から、日本列島のクサガメは江戸時代に朝鮮半島か中国から移入された外来生物である

との考え方が提出されている。しかし、クサガメが外来生物であると結論するには、それらの

研究におけるデータやその解釈の仕方はまだまだ不充分である。現段階では、クサガメが日本
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列島にとっての外来生物であるかどうかの可能性は否定できないが、結論には至っていないと

考えるのが、科学的に適正な態度であろう。今後研究が深められていくことを期待したい。 
 ニホンスッポンについては、2004 年に DD であったものを、捕獲調査において他種のカメよ

りも捕獲地点も捕獲数も少ないことから 2010 年には VU にランクを変更した。しかし今回、ラ

ンクを DD に戻した。このカメは、かつては食用として養殖するためにしばしば人為的に移動

された。2013 年には千種区のため池で、飼育個体の放逐である可能性が高いアルビノの個体が

見つかっている。このことが示唆するように、現在ではしばしばペットとして販売されている

ニホンスッポンが市内で野外に放逐される場合があることはほぼ間違いない。ところが、調査

のために捕獲した個体がもともと市内に生息していたのか、人為的に移入されたのかは、外部

形態だけでは分からないことがほとんどである。このような事情から、ニホンスッポンのラン

クは DD に変更した。今後の詳細なこの種の生物地理的、系統分類学的、生態学的研究が期待

される。 
 ニホンマムシについては、これまで名古屋市内での生息の記録が無く、ランク付けの対象と

されていなかった。しかし 2012 年に守山区で 1 例、初めて確認された。この状況を鑑み、今回

DD に挙げた。 
 ジムグリについては、2004 年および 2010 年に NT とされていたものを、リスト外にした。こ

れまでこの種は愛知県（1996）において、分布領域が名古屋市の南東部を少し含んでいるよう

に地図上で図示されているので、名古屋市にも分布するヘビであると扱われてきた。しかしそ

の報告書を含めて、この種の市内での確認の報告は存在しない。そこで、市内には分布しない

ヘビと見なし、リストから外した。これは、本州、四国、九州に分布し、愛知県内でもいくつ

もの場所で生息が確認されているタカチホヘビについて、名古屋市内からの報告が存在しない

ために、市のレッドリストでのランク付けの対象種としないのと、同様の扱いである。 
 なお種の説明において、市内の分布については、「2009 年度なごやため池生きもの生き生き

事業報告書」「愛知県史 別編 自然」「愛知県の両生類・は虫類」「新修名古屋市史 資料

編 自然 目録」「名古屋・東山新池ため池調査報告書 2007」から情報を得た。またなごや生

物多様性センターに寄せられた情報のうち、写真で同定が可能であったり、専門家によって確

認されたりした資料を使った。カメについては「ミシシッピアカミミガメ防除マニュアル—名

古屋市内の活動を事例として—」も参照した。 
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④ レッドリスト掲載種の解説 

 レッドリストに掲載された各は虫類について、種ごとに形態的な特徴や分布、市内の状況等

を解説した。記述の項目、内容等は以下の凡例のとおりとした。準絶滅危惧種についても、絶

滅危惧種と同じ様式で記述した。 

 

【 掲載種の解説（は虫類）に関する凡例 】 

【分類群名等】 
 対象種の本調査における分類群名、分類上の位置を示す目名、科名を各頁左上に記述した。目・
科の範囲、名称、配列は、原則として「日本産爬虫両生類標準和名」（日本爬虫両棲類学会，2014）
に準拠した。 
 

【和名・学名】 
 対象種の和名及び学名を各頁上の枠内に記述した。和名及び学名は、原則として「日本産爬虫両
生類標準和名」（日本爬虫両棲類学会，2014）に準拠した。 
 

【カテゴリー】 
 対象種の名古屋市におけるカテゴリーを各頁右の上枠内に記述した。参考として「第三次レッド
リスト レッドリストあいち 2015」（愛知県，2015）の愛知県での評価区分、及び「レッドデータ
ブック 2014 -日本の絶滅の恐れのある野生生物- 3 爬虫類・両生類」（環境省，2014）の全国での
カテゴリーも併記した。 
 

【選定理由】 

 対象種を名古屋市版レッドデータブック掲載種として選定した理由について記述した。 

 
【形 態】 

 対象種の形態の概要を記述し写真を掲載した。 

 
【分布の概要】 
 対象種の分布状況を記述した。また、本調査において対象種の生息が現地調査及び文献調査よっ
て確認された地域について、各区ごとに着色して市内分布図として掲載した。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 

 対象種の生息環境及び生態的特性について記述した。 

 
【現在の生息状況／減少の要因】 

 対象種の名古屋市における現在の生息状況、減少の要因等について記述した。 

 
【保全上の留意点】 

 対象種を保全する上で留意すべき主な事項を記述した。 
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 は虫類 ＜カメ目 イシガメ科＞ 

ニホンイシガメ Mauremys japonica (Temminck et Schlegel, 1835) 

 
【選定理由】 
 市内の池や川で分布、生息調査が行われており、比較的多く
の生息地が確認されている。しかし生息場所の環境の悪化、お
よび外来動物による捕食や生活への圧迫、近縁種の導入による
遺伝子汚染により、危機的な個体群が増えており、個体数はか
なり減っている。 

【形 態】 
 背甲長はオス約12cm、メス約20cm。背甲
後部の縁が鋸歯状であるが、老齢個体では摩
耗することが多い。背甲は黄色ないし黄土色
で、黒色か黒褐色の点模様が雲状に広がる。
各椎甲板の前方中央部に、黒色の斑紋を持つ
個体が多い。腹甲は一面黒色だが、肛甲板の
後端が橙色を呈する個体もある。前膊部と脛
部の後縁および尾の背面の左右に、橙色の縦
条がある。 

【分布の概要】 
【市内の分布】 
 2005 年以降の調査では、熱田、昭和、千
種、天白、中、中村、瑞穂、緑、南、名東、
守山の各区で確認されている。 
【県内の分布】 
 尾張東部丘陵から三河地方、渥美半島、知
多半島に多く分布している。濃尾平野の低地
部には、保護すべき小さな孤立個体群がいく
つかある。 
【国内の分布】 
 本州中央部以西、四国、九州に自然分布す
る。日本の固有種である。 
【世界の分布】 
 日本固有種。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 同属のクサガメが、低地の止水あるいは緩
やかな流れの水系に主に生息するのに対して、
ニホンイシガメは丘陵地から山地にかけての
地域、河川で言えば上流部を中心に棲む。秋
と春に求愛、交尾する。産卵期は 6〜7 月ご
ろで、年 2 回産卵する個体が多い。1 回に 6
〜7 個前後産卵する。川の水底の落ち葉など
の堆積物や岩の下、川の岸辺の浸食穴、池沼
の水底で越冬する。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
名古屋市では、生息地である水辺エコトー

ンの環境が劣悪になり、日光浴、産卵、採餌、越冬、季節的移動に障害が生じている。また市内で
はアライグマやウシガエル、アリゲーターガーやカムルチーやコイなどの外来動物が、幼体や、場
合によっては成体を捕食したり負傷させたりしている。生態的地位が似ている外来のミシシッピア
カミミガメの増加による生活の圧迫も深刻である。 

【保全上の留意点】 
性染色体を持たず、孵卵温度が高いとメス、低いとオスになる。したがって産卵場所の温度環境

が好ましくないと、孵化個体の性比が偏り、長期的に見て個体群が維持できなくなる。貯精、遅延
受精の能力があり、クサガメなど人為的に導入された近縁な他種のカメと交尾する機会が極めてわ
ずかであっても、繁殖能力のある子孫を多数産み続け、遺伝子汚染が進行する恐れがある。本種の
自然分布地で、人為的に移入されたクサガメとの交雑が確認された地域からは、クサガメを防除せ
ざるを得ないであろう。 

（執筆者 矢部 隆） 

市内分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニホンイシガメ  
矢部 隆 撮影 

カテゴリー 

名古屋市2015 絶滅危惧Ⅱ類

愛 知 県2015 準絶滅危惧 
環 境 省2014 準絶滅危惧 
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 は虫類 ＜有鱗目 ナミヘビ科＞ 

 ヒバカリ Amphiesma vibakari vibakari (Boie, 1826) 

 
【選定理由】 
 水辺を好むヘビであるが、水辺の環境の悪化により著しく個
体数を減らしている。餌である小魚やカエルの幼生が減少して
おり、成育や繁殖が抑えられている。また、水辺の自然の植生
が失われ、生活場所が奪われて、個体数が減少している。 

【形 態】 
 小型で、全長 40～60cm である。体の背面
は褐色または暗灰褐色。口角から後背方向に
淡黄色の帯状の斑紋が走るが、この斑紋は頸
部の背面で連結することはない。幼蛇も成蛇
も模様は変わらない。 

【分布の概要】 
【市内の分布】 
 名東区（2009 年）、守山区の 2 ヶ所（2009
年、2012 年）で確認されている。 
【県内の分布】 
 深い山地を除き、県内に広く分布してい
る。 
【国内の分布】 
 本州、四国、九州に固有な亜種である。な
お、同種別亜種のダンジョヒバカリ A. 
vibakari danjoense が長崎県男女群島の男島
に固有亜種として分布しており、朝鮮半島、
中国北部、ロシア沿海州にはタイリクヒバカ
リ A. vibakari ruthveni が分布している。 
【世界の分布】 
 日本固有亜種。 

【生息地の環境／生態的特性】 
山地から草地、水田や畑まで幅広い環境に

生息している。水によく入り、小魚、カエル
の幼生（オタマジャクシ）や小型の幼体を専
門に食べるが、ミミズもしばしば食べる。昼
行性である。5〜6 月に交尾し、7〜8 月に 4
〜10 個の卵を産む。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
水棲動物をよく補食するヒバカリにとって

は、好適な水辺環境が必須である。しかし名
古屋市内では、河川や用水、ため池などの岸
がコンクリートやブロックでおおわれて移動
が困難になったり水生植物群落が喪失したり
していて、水辺エコトーンの環境が悪化して
おり、ヒバカリの個体数の減少の第 1 の原因
となっている。また近年市内では両生類が急速に減少しており、食物が減少していることもヒバカ
リの減少の要因の一つである。 

【保全上の留意点】 
 昼行性で様々なハビタットに生息する種ではあるが、シマヘビやヤマカガシよりもかなり小型な
ので、やや観察しにくい面がある。今後注意深く種の分布生息を確認し、市内でこの種がおかれて
いる実態を充分に把握しなければならない。  
 

（執筆者 矢部 隆） 

市内分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒバカリ 
岐阜市、2010 年 9 月 28 日、矢部 隆 撮影 

カテゴリー 

名古屋市2015 絶滅危惧Ⅱ類

愛 知 県2015 リスト外 
環 境 省2014 リスト外 
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 は虫類 ＜有鱗目 ナミヘビ科＞ 

シロマダラ Dinodon orientale (Hilgendorf, 1880) 

 
【選定理由】 

名古屋市内において、シロマダラの主たる生息場所である林
や森の林床の環境が、急速に悪化し、それにともなって個体数
が激減している可能性が高い。 

 
【形 態】 

全長 30～70cm ほどの小型のヘビである。
背面の地色は淡灰褐色で、胴に 40 個前後、
尾に 15～20 個くらいの黒褐色の横帯がある。
幼蛇には、頸部に左右 1 対の白い斑紋がある。
瞳孔は縦に細長い楕円形であるが、虹彩が黒
っぽいので、注意しないと瞳孔の形は分かり
にくい。アオダイショウの幼蛇は背面の地色
が淡褐色で、褐色のはしご状の横斑が並び、
模様が似ているのでシロマダラと誤認される
ことがあるが、アオダイショウの瞳孔は円い
ので、区別することができる。 

【分布の概要】 
【市内の分布】 
 名東区（2004 年）、千種区（2008 年）、
南区の近接する 2 ヶ所（2 例とも 2014 年）で
見つかっている。 
【県内の分布】 
 丘陵地や台地、山地の森や林に分布してい
る。西三河や尾張よりも東三河において、よ
りしばしば目撃情報を耳にする。 
【国内の分布】 
 本州、四国、九州の固有種。 
【世界の分布】 
 日本固有種。 

【生息地の環境／生態的特性】 
丘陵地から山地にかけての森や林、河畔林

に生息する。ガレ場など地面の乾いたところ
で見かけることがよくある。爬虫類食で、小
型のヘビ類やトカゲ類を捕食する。夜行性で
ある。繁殖生態はよく分かっていない。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 2004年以降名古屋市内で4頭見つかってい
るが、生息状況はよく分かっていない。市内
ではトカゲ類は少ないとは言えないが、ヘビ
類が急減しているので、食物不足により、シ
ロマダラの個体数が減っている可能性がある。
また、林のような棲み家が減少し続けていることも、このヘビに悪影響を与えているに違いない。 

【保全上の留意点】 
 夜行性で、小型なので、観察しにくいヘビである。今後注意深く種の分布様式や生息状況を明ら
かにし、市内でこの種がおかれている実態を充分に把握しなければならない。 

 
（執筆者 矢部 隆） 

市内分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シロマダラ 
豊田市足助町、2012 年 1 月 13 日、矢部 隆 撮影 

カテゴリー 

名古屋市2015 絶滅危惧Ⅱ類

愛 知 県2015 情報不足 
環 境 省2014 リスト外 
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 は虫類 ＜有鱗目 ナミヘビ科＞ 

ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus tigrinus (Boie, 1826) 

 
【選定理由】 
 アズマヒキガエルやナゴヤダルマガエルなど、専門的に補食
するカエル類の激減、およびヤマカガシの重要な生息場所であ
る水辺や山地の植生の荒廃が、ヤマカガシに深刻な影響を与え
ている。 

【形 態】 
 全長 70～140cm。体の色や模様には変異が
大きい。ふつうは、背面の地色は緑が飼った
褐色か暗褐色で、黒斑が並び、黄色や赤色が
その斑紋の間に混じる。幼体では後頭部に、
口角の後ろから背面に回る黄色い横帯がある。
2 種の毒腺を持っている。一つは頸腺で、頸
部の背面の皮膚の下に 2 列に並ぶ毒腺であり、
強くつかまれたり噛まれたりすると、毒が染
み出したり場合によっては飛散したりして、
天敵を痛い目に合わせる。もう一つの毒腺は
デュベルノイ腺で、ここから分泌される毒は
上顎の奥の毒牙を伝わって、獲物や天敵に注
入される。 

【分布の概要】 
【市内の分布】 
 守山区（2009 年）、名東区（2009 年）、
千種区（2009 年）で確認されている。 
【県内の分布】 
 県内に広く分布する。 
【国内の分布】 
 本州、四国、九州に固有な種。なお、日本
のヤマカガシは、これまで中国のタイリクヤ
マカガシや台湾のタイワンヤマカガシと同種
別亜種とされていたが、2012年に独立した種
とされた。 
【世界の分布】 
 日本固有種。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 昼行性である。主食はカエルであり、水に
入ってカエルの幼生（オタマジャクシ）や魚
も食べる。そのため、平地や丘陵地の水田や
小川、湿地に好んで生息する。耳腺に毒があ
るので他のヘビは食べないヒキガエルも食べ
ることができる。大型のカエルであるヒキガ
エルを捕食できる生息地に棲むヤマカガシは、
大きく成長するようである。秋に交尾し、翌
年の 6 月～8 月に 2～30 個の卵を産む。大き
なメスほど多産で、40 個以上産卵することもある。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 近年名古屋市では両生類が急速に減少しており、ヤマカガシにとって主食がいなくなっているこ
とが、このヘビの激減の第 1 の原因であろう。名古屋市内では、河川や用水、ため池などの岸がコ
ンクリートやブロックでおおわれて移動が困難になったり水生植物群落が喪失したりしていて、水
辺エコトーンの環境が悪化しており、好適なハビタットが失われていることも、ヤマカガシの個体
数の減少の主要な原因である。 

【保全上の留意点】 
 かつてヤマカガシは、シマヘビやアオダイショウと共に平地で最もよく見られるヘビであった。
そのような普通種が近年急にいなくなった事態を重く受け止め、ヤマカガシの生息の実態調査と保
全に力を注ぐべきである。 

（執筆者 矢部 隆） 

市内分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヤマカガシ（左：成体、右下：幼体） 
左：豊田市藤岡町、2009 年 4 月 19 日、矢部 隆 撮影 
右下： 2006 年 6 月 3 日、矢部 隆 撮影 

カテゴリー 

名古屋市2015 絶滅危惧Ⅱ類

愛 知 県2015 情報不足 
環 境 省2014 リスト外 
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 は虫類 ＜有鱗目 ナミヘビ科＞ 

シマヘビ Elaphe quadrivirgata (Boie, 1826) 

 
【選定理由】 
 名古屋市内において、シマヘビの主たる生息場所である林や
森の林床の環境が急速に悪化し、それにともなって個体数が激
減している。 

【形 態】 
全長は 80～150cm。体の背面は黄褐色ま

たは褐色で、胴背に 4 本、尾背に 2 本の黒褐
色の縦条がある。瞳孔は縦長の楕円形で、虹
彩は赤い。特定の頻度で、カラスヘビと呼ば
れる全身が真っ黒の個体が現れるが、黒色個
体では虹彩も黒色である。幼蛇は成蛇とはま
ったく異なった色や模様である。背面の地色
は赤みがかった淡褐色で、褐色の横縞が並ぶ。
瞳孔が縦長の楕円形で、虹彩が赤いのは成蛇
と同様である。 

【分布の概要】 
【市内の分布】 
 守山区（2009 年）、名東区（2009 年）、
千種区（2009 年）、中区（2009 年）で確認
されている。 
【県内の分布】 
 県内に広く分布する。 
【国内の分布】 
 北海道、本州、四国、九州。 
【世界の分布】 
 日本固有種。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 昼行性である。平地から山地まで広い範囲
で生息するが、ある程度開けた太陽の光が当
たる環境を好む。食物の範囲は広く、食虫類
やネズミ類などの哺乳類、鳥類の卵や雛、ト
カゲやヘビ、ヘビの卵、カメの卵といった爬
虫類、カエルの成体や卵、サンショウウオと
いった両生類など、広範囲な脊椎動物を捕食
する。ただし、最もよく食べるのはカエルの
成体である。4月～6月に交尾し、夏に4～16
個の卵を産む。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
名古屋市内では、河川や用水、ため池など

の岸がコンクリートやブロックでおおわれて
移動が困難になったり、草地が喪失したりし
ていて、シマヘビが補食したりねぐらとしたりするような場所がなくなっている。このような生息
地の環境の悪化がシマヘビの減少を引き起こしている。ヤマカガシやヒバカリの場合ほど深刻では
ないと思われるが、よく補食しているカエルの減少も、シマヘビの減少の原因の一つであろう。 

【保全上の留意点】 
 シマヘビは、アオダイショウやヤマカガシと共に里地で最もふつうに見られるヘビであった。そ
のような普通種が近年急にいなくなった事態を重く受け止め、市内でのシマヘビの生息の実態調査
と保全に力を注ぐべきである。 
 

（執筆者 矢部 隆） 

市内分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シマヘビ（左：成体、右：黒化型） 
左：岡崎市、2008 年 5 月 17 日、矢部 隆 撮影 
右下：豊田市藤岡町、2008 年 5 月 15 日、矢部 隆 撮影 
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は
虫
類 

 は虫類 ＜カメ目 イシガメ科＞ 

クサガメ Mauremys reevesii (Gray, 1831) 

 
【選定理由】 
 市内の池や川で比較的多くの生息地が確認されている。しか
しこの種については、愛玩動物として養殖され、県外あるいは
国外から移入されたと考えられる場合があり、その場所のクサ

ガメの個体、あるいは個体群の由来がはっき
りしない場合が多い。 

【形 態】 
 背甲長は、オス15～20cm、メス20～25cm。
背甲に 3 本の発達した隆条を持つ。頭部の側
面や咽頭部から頸部にかけて、黒く縁取られ
た黄色の模様が多数ある。若齢の個体では、
背甲の甲板は細く黄色に縁取られる。しかし
高齢なオスではそれらの模様が消え、全身が
完全に黒化する。腋下甲板と鼠蹊甲板のラス
ケ孔から、独特の香りがする澄んだ橙色の液
を分泌する。 

【分布の概要】 
【市内の分布】 
 2005年以降の調査では、熱田、北、昭和、
千種、天白、中、中村、西、瑞穂、緑、南、
名東、守山の各区で確認されている。 
【県内の分布】 
 県内に広く分布し、濃尾平野に多い。ただ
し北部の山地には分布しない。 
【国内の分布】 
 本州中央部以西、四国、九州に自然分布す
る。 
【世界の分布】 
 中国東部、朝鮮半島、台湾。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 同属のニホンイシガメが丘陵地から山地に
かけての領域におもに棲むのに対して、クサ
ガメは低地の止水、あるいは流れの緩やかな、
川の下流域から中流域にかけての平地を中心
に生息する。秋と春に求愛、交尾する。産卵
期は 6 月下旬から 8 月上旬で、年 2 回産卵す
る個体が多い。1 回に 10 個前後産卵する。池
沼や河川の水底で、落ち葉などの堆積物の下
に潜んだり、泥に潜ったりして越冬する。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 名古屋市では、ハビタットの環境の劣悪化、
アライグマやウシガエル、アリゲーターガーやカムルチーやコイなどの捕食精外来動物による負傷
や死亡の増加、生態的地位が似ている外来のミシシッピアカミミガメの増加による生活の圧迫によ
り、数が減り続けている個体群が多い。 
 市内のクサガメの個体や個体群においては、市外から持ち込まれた外来のクサガメである可能性
がある場合があるので、在来のものを保護し、外来のものを防除する管理を本来はすべきである。
ただし外来か在来かを判別する生物学的法方は確立されておらず、今後詳細な研究を進める必要が
ある。 

【保全上の留意点】 
 性染色体を持たず、孵卵温度が高いとメス、低いとオスになる。したがって産卵場所の温度環境
が好ましくないと、孵化個体の性比が偏り、長期的に見て個体群が維持できなくなる。 
 貯精、遅延受精の能力があり、在来のニホンイシガメと交尾する機会が極めてわずかであっても、
繁殖能力のある子孫が多数生まれ続け、遺伝子汚染が進行する恐れがある。市内のニホンイシガメ
の自然分布地で、人為的に移入されたクサガメとの交雑が確認された地域からは、クサガメを防除
せざるを得ないであろう。 

（執筆者 矢部 隆） 

市内分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クサガメ（右下：黒化した頭部） 
矢部 隆 撮影 
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虫
類 

 は虫類 ＜カメ目 スッポン科＞ 

 ニホンスッポン Pelodiscus sinensis (Wiegmann, 1835) 

 
【選定理由】 

市内の池や川で比較的多くの生息地が確認されている。しか
しこの種については、食用もしくは愛玩動物として養殖され、
市外、県外あるいは国外から移入されたと考えられる場合があ
り、その場所のニホンスッポンの個体、あるいは個体群の由来
がはっきりしない場合が多い。 

【形 態】 
雌雄とも背甲長20～25cm、体重1～2kgで

あるが、まれに 35cm から 40cm 弱、体重が
7kg を超えることがある。背甲は灰褐色で、
甲板がなく、後部には骨版が伸びておらず、
手で曲げることができるくらい柔らかい。背
甲の表面は柔らかく、短い隆条や粒上の特記
がある。前趾後肢とも水かきが発達しており、
指は 5 本であるが、爪は 3 本しかない。首は
非常に長い。頭部は細長く、突出した吻端に
鼻孔がある。 

【分布の概要】 
【市内の分布】 
 2005 年以降の調査では、熱田、北、昭和、
千種、天白、中、中村、西、瑞穂、緑、南、
守山の各区で確認されている。 
【県内の分布】 
 県内に広く分布する。ただし北部の山地に
は分布しない。 
【国内の分布】 
 本州中央部以西、四国、九州に自然分布す
る。 
【世界の分布】 
 中国東部、朝鮮半島、台湾。 

【生息地の環境／生態的特性】 
低地から丘陵地にかけての池沼、河川では

下流域から中流域の流れが比較的緩やかな水
系に棲む。臆病で、日中は水底の砂に身を隠
して、ときおり長い首を伸ばして吻端の鼻孔
を水面に上げ、呼吸をする。人をはじめとす
る天敵に襲われないことが分かっていたり、
人に馴れたりしていれば、岸に上がって日光
浴をする。6 月～8 月に、メスの体の大きさ
に応じ、1回に10～40個の卵を陸地に産む。
性染色体によって性が決定される。水底で越
冬する。肉食性の強い雑食性で、おもに薄明
薄暮に、水底の貝類やエビ類、弱ったり死んだりしている魚類、水生植物などを採餌する。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
上で述べたような生活様式を支えるハビタット、特に幼体成体とも、水生植物の群落や砂質の水

底といった身を潜める場所が急速に失われており、個体数の減少に拍車をかけている。 
【保全上の留意点】 

遺跡から出土した遺体などから、ニホンスッポンは本州、四国、九州の在来種であることは分か
っているので、愛玩動物や食用で移入された移入個体と区別して在来のニホンスッポンを保全する
ようにすべきである。ただし、この種の種内変異、個体群間変異についての形態学的あるいは分子
生物学的手法はまだ確立されていない。 
 

（執筆者 矢部 隆） 

市内分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニホンスッポン 
矢部 隆 撮影 
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類 

 は虫類 ＜有鱗目 クサリヘビ科＞ 

ニホンマムシ Gloydius blomhoffii (Boie, 1826) 

 
【選定理由】 
 2012 年に初めて名古屋市内で確認されたばかりで、市内での
生息の実態が分かっていない。ニホンマムシにとって好適な生
息地が市内ではそれほど見当たらず、個体数が多いとは考えら
れない。 

【形 態】 
 全長 40～65cm くらいで比較的短いが、胴
は太めである。背面の色には変異が多いが、
ふつうは地色が灰褐色あるいは暗褐色で、黒
い縁取りのある黒褐色の大きな斑紋がある。
この斑紋は、前後に少しずつずれた対になっ
て背面の左右に、約 20 対並んでいる。斑紋
の左右の対が背面中央で融合していることも、
ふつうにある。上顎前部に 1 対の長大な毒牙
を持つ。目と鼻孔の間には 1 対のピット器官
があり、赤外線の像を見ることができる。瞳
孔は縦に細長い楕円形である。アオダイショ
ウの幼蛇は背面の地色が淡褐色で、褐色のは
しご状の横斑が並び、模様が似ているので、
マムシと誤認されることがあるが、よく観察
すれば斑紋のパターンは異なっているし、ア
オダイショウの瞳孔は円いので、区別するこ
とができる。幼蛇では、尾の先の方が目立つ
黄色あるいは淡い橙色である。 

【分布の概要】 
【市内の分布】 
 守山区（2012 年）で確認されている。 
【県内の分布】 
 丘陵地や台地、山地の森や林に分布してい
る。 
【国内の分布】 
 北海道、本州、四国、九州に分布する日本
列島の固有種。なお同属別種のツシママムシ
が、長崎県対馬にこの諸島の固有種として分
布している。 
【世界の分布】 
 日本固有種。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 森林やその周辺の田畑に多く、きれいな水
のあるところを好む。基本的に夜行性である
が、冬眠前後には日光浴のため昼間に出現す
ることがある。背中の模様は林床の落ち葉の
上や木漏れ日の下では見事な保護色になっている。カエルやネズミを中心として、トカゲやヘビと
いった爬虫類から鳥類、魚類まで小型脊椎動物を幅広く捕食する。またムカデなどの節足動物を食
べることもある。8 月下旬～9 月に交尾し、卵胎生であるので翌年の 8 月～10 月に 5～6 頭の幼蛇を
産む。有毒である。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 2012 年に初めて名古屋市内で確認されたばかりで、市内での生息の実態は分かっていない。ただ
し、ニホンマムシにとって好適な生息地が市内ではそれほど見当たらず、個体数も多いとは考えら
れない。カエルが市内で減少していることも、ニホンマムシの生息を困難にしている。 

【保全上の留意点】 
 夜行性で、小型なので、観察しにくいヘビである。市内ではまだ 1 例しか記録されていないので、
今後注意深く種の分布様式や生息状況を明らかにし、市内でこの種がおかれている実態を充分に把
握しなければならない。 

（執筆者 矢部 隆） 

市内分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニホンマムシ 
岡崎市、2007 年 8 月 29 日、矢部 隆 撮影 
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